
 差引当期末

 当期償却額  当期減損額  残　　　高

ソ フ ト ウ ェ ア        1,575,964,521        78,313,575        46,247,784     1,608,030,312     1,233,925,058        166,399,252             -             -          374,105,254

ソフトウェア仮勘定                    -                 -                 -                 -                 -                  -             -             -                    -

電 話 加 入 権            8,064,000                 -         8,064,000                 -                 -                  -             -             -                    -

計        1,584,028,521        78,313,575        54,311,784     1,608,030,312     1,233,925,058        166,399,252             -             -          374,105,254

権 利 金          107,258,907                 -                 -       107,258,907        48,252,048          2,269,476             -             -           59,006,859

退 職 給 付

引 当 金 見 返
       2,828,435,704       372,681,350        54,064,665     3,147,052,389                 -                  -             -             -        3,147,052,389

そ の 他               81,500                 -               500            81,000                 -                  -             -             -               81,000

計        2,935,776,111       372,681,350        54,065,165     3,254,392,296        48,252,048          2,269,476             -             -        3,206,140,248

注４．  建物の当期減少額の主な要因は、冷暖房設備290,375,750円の除却などによるものです。

注２．  工具器具備品の当期減少額の主な要因は、飛行時間型質量分析装置83,085,167円の除却などによるものです。

注１．  工具器具備品の当期増加額の主な要因は、製品評価技術基盤機構共通基盤情報システム1,608,705,846円の取得などによるものです。

資　産　の　種　類  期 首 残 高  当期増加額  当期減少額  期 末 残 高
 減 価 償 却 累 計 額  減 損 損 失 累 計 額

 摘要

無形固定資産

投資その他の資産

注３．  建物の当期増加額の主な要因は、エアハンドリングユニット更新工事312,400,000円の完成などによるものです。

２　棚卸資産の明細

［単位：円］

種  類 期 首 残 高

当　期　増　加　額 当　期　減　少　額

期 末 残 高 摘　要当期購入・
製造・振替

その他 払出・振替 その他

- 2,213,777

合　　計 2,226,303 2,213,777 - 2,226,303 - 2,213,777

貯 蔵 品 2,226,303 2,213,777 - 2,226,303
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